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那須野が原の夜明け

―― 特 集 ――
「日本遺産認定」 那須野が原開拓浪漫譚 第二弾

夜明けを迎えた三島地区。
新しい1日が始まる。



開拓の中核となった華族農場。次第に拓けていく那須野が原。それに先立ち、開拓の扉
を開けた先駆者たちがいる。この地に夜明けをもたらした彼らの活躍を紹介する。

広
大
な
関
東
平
野
と
那
須
連
峰
の
間

に
横
た
わ
る
那
須
野
が
原
。
国
内

で
最
も
広
い
扇
状
地
だ
。
今
で
は
広
大
な

農
地
や
工
業
用
地
、
そ
し
て
多
く
の
住
宅

地
が
そ
こ
か
し
こ
に
形
成
さ
れ
、
関
東
地

方
と
東
北
地
方
を
結
ぶ
重
要
な
地
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
が
現
在
の
よ

う
に
発
展
し
始
め
た
の
は
、
ほ
ん
の

１
4
０
年
前
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。地
質
上
、

す
ぐ
に
水
が
地
中
に
浸
透
し
て
し
ま
う
那

須
野
が
原
。
人
々
の
多
く
は
浸
透
し
た
水

が
再
び
湧
き
出
す
那
須
野
が
原
の
扇
端
に

集
落
を
作
っ
て
生
活
し
、
農
地
に
適
さ
な

い
那
須
野
が
原
の
中
央
部
に
は
広
大
な
原

野
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
那
須
野
が
原
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た

明
治
時
代
。
農
業
や
工
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
近
代
化
を
目
指
し
た
殖
産
興
業
政

策
で
、首
都
東
京
に
近
く
、1
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
も
の
未
開
拓
の
原
野
が
存
在
す
る
那
須

野
が
原
が
、
政
府
高
官
の
目
に
止
ま
ら
ぬ

訳
が
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
明
治
華
族
た

ち
の
農
場
が
数
多
く
開
か
れ
、
那
須
野
が

原
に
開
拓
の
鍬
が
入
れ
ら
れ
て
い
く
。
こ

れ
に
先
た
ち
、
明
治
9
年
に
は
初
代
栃
木

県
令
の
鍋な

べ
し
ま島
幹み

き
に
よ
り
、
大
運
河
構
想
が

発
案
さ
れ
る
が
、
陸
上
輸
送
の
要
と
な
る

道
路
や
鉄
道
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
運

河
の
構
想
は
夢
の
ま
ま
と
な
る
。

　
し
か
し
、
那
須
野
が
原
の
開
拓
に「
水
」

は
欠
か
せ
な
い
。
大
運
河
構
想
が
立
ち
消

え
と
な
っ
た
後
、
明
治
18
年
、
農
地
に
水

―― 特 集 ――

を
供
給
す
る
た
め
に
開
削
さ
れ
た
の
が

「
那
須
疏
水
」。
今
日
で
も
か
ん
が
い
用
水

と
し
て
、
那
須
野
が
原
の
隅
々
に
豊
か
な

水
を
送
り
届
け
て
い
る
。

元市文化財保護審議会会長
磯
いそ

　忍
しのぶ

 　氏

那須野が原は、元 「々那須野」と
呼ばれていて、那珂川・蛇尾川・
熊川・箒川が作り出したそれぞ
れの扇状地が合わさった日本最
大級の複合扇状地です。川の上
流域の扇頂部や扇央部では水が
浸透するため、農地には適さず、
長らく馬の餌や屋根にふく草を
刈り取る場としてしか利用され
ていませんでした。那須疏水が

そんな那須野が原に水の恵みを
もたらしたのは周知のとおり。
この「水の問題が解決された」と
いう触れ込みが全国に知れ渡り、
各地から入植のために移住する
人々が劇的に増えました。那須
疏水の開削が、那須野が原開拓
のイメージアップを大きくもた
らしたのです。

那須野が原の夜明け
「 日 本 遺 産 認 定 」 那 須 野 が 原 開 拓 浪 漫 譚 第 二 弾

那須疏水がもたらした水の恵みは絶大――

現在の取入口（左）と旧取入口（右） （西岩崎）
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水
を
得
る
た
め
の
執
念

　
那
須
疏
水
が
開
削
さ
れ
る
前
、
栃
木
県

令
の
鍋
島
幹
に
よ
り
発
案
さ
れ
た
大
運
河

構
想
は
、
遂
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
構
想
で
実
際
に

実
地
調
査
を
行
っ
て
い
た
の
が
、
後
に
那

須
疏
水
開
削
の
功
労
者
と
な
っ
た
印
南
丈

作
、
矢
板
武
の
両
氏
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、

大
運
河
構
想
が
立
ち
消
え
と
な
っ
た
後

も
、
大
水
路
の
必
要
性
を
政
府
要
人
に
対

し
て
何
度
も
請
願
し
続
け
た
。
明
治
16
年

か
ら
18
年
に
か
け
て
計
6
回
、
特
に
17
年

に
は
４
回
も
請
願
の
た
め
に
上
京
し
て
い

る
。
そ
し
て
彼
ら
の
熱
意
が
功
を
奏
し
、

明
治
18
年
、
か
ん
が
い
用
水
路
で
あ
る
那

須
疏
水
掘
削
の
許
可
が
つ
い
に
出
さ
れ
、

国
費
10
万
円（
※
1
）が
下か

ふ付
さ
れ
た
。
工

事
の
起
工
式
は
同
年
４
月
に
烏
ヶ
森
で
行

わ
れ
、
５
カ
月
後
の
同
年
９
月
に
は
西
岩

崎
か
ら
延
び
る
本
幹
水
路（
約
16
㎞
）の
通

水
式
が
三
島
で
行
わ
れ
て
い
る
。

先
進
技
術
も
取
り
入
れ
た
開
削
工
事

　
起
工
式
か
ら
通
水
式
ま
で
わ
ず
か
５
カ

月
と
い
う
短
期
間
で
完
成
し
た
本
幹
水

路
。
そ
の
背
景
に
は
、
印
南
・
矢
板
両
名

が
、
許
可
の
出
る
前
年（
明
治
17
年
）に
、

銀
行
か
ら
５
千
円
を
借
り
入
れ
、
西
岩
崎

付
近
で
隧ず

い
ど
う道（

ト
ン
ネ
ル
）の
試
掘
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
那
須
疏
水
の
工
事
に
は
近
隣
の

不毛の大地を潤す
長らく不毛の大地であった那須野が原。その大地を潤した那須疏水。今では「世界かんがい
施設遺産」に登録されているこの疏水を、作るために奔走した先人たちの足跡を追う。

※1  現在の相場で約数十億円。
※2  水門は明治38年に当初の

場所から150ｍほど上流
に新設されたが、大正４
年に元の場所へ再度作り
直されている。

大正4年に第一次取入口があった場所に作り直された第三次取入口

栃木県議会議員。那須
疏水開削の功労者で、
水路の必要性を政府に
陳情し続けた。後に那
須開墾社社長、下野新
聞社社長などを歴任。

矢
や い た

板 武
たけし

那須野が原開拓を牽
けんいん

引
した那須開墾社の初代
社長。那須野が原の開
墾事業に取り組む傍
ら、矢板武とともに那
須疏水の開削に尽力。

印
いんなみ

南 丈
じょうさく

作

住
民
た
ち
だ
け
で
な
く
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
高
い
技
術
を
持
っ
た
職
人
た
ち
も

多
く
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
も
、

隧
道
を
担
当
し
た
の
が
福
島
の
安あ

さ
か積

疏
水

の
工
事
を
行
っ
た
大
分
県
か
ら
の
石
工
集

団
。
特
に
蛇
尾
川
や
熊
川
の
地
下
を
横
切

る
伏ふ

せ
こ
し越

の
工
事
で
は
、
切
石
や
セ
メ
ン
ト

を
用
い
る
技
術
を
存
分
に
発
揮
し
た
。
本

幹
水
路
完
成
の
翌
年
、
明
治
19
年
に
は
第

一
か
ら
第
四
ま
で
の
各
分
水
路
が
完
成
し

た
。

豊
か
な
水
を
送
り
続
け
る

　
各
分
水
路
が
完
成
す
る
と
、
疏
水
の
維

持
管
理
は
国
か
ら
民
間
団
体
の
那
須
水
組

に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
36
年
か
ら

那
須
疏
水
普
通
水
利
組
合
、
昭
和
27
年
か

ら
は
那
須
疏
水
土
地
改
良
区
が
維
持
管
理

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
疏
水
の
維
持
管

理
に
は
大
変
な
労
力
を
要
し
、
西
岩
崎
に

あ
る
取
入
口
に
至
っ
て
は
、
洪
水
な
ど
の

影
響
で
、
明
治
38
年
と
大
正
４
年
に
、
水

門
の
位
置
を
変
更
し
て
い
る（
※
2
）。
現

在
稼
働
し
て
い
る
取
入
口（
西
岩
崎
頭
首

工
）は
、
昭
和
51
年
に
完
成
し
た
も
の
。

そ
こ
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
水
は
、
先
人

た
ち
の
想
い
を
受
け
継
ぐ
よ
う
に
、
現
在

も
変
わ
る
こ
と
な
く
那
須
野
が
原
の
大
地

を
潤
し
続
け
て
い
る
。

大正初年の第一次取入口

那須疏水は、明治18年に開削されて以来、相
次ぐ災害に見舞われ施設の改修に次ぐ改修の
連続でした。現在の那須疏水土地改良区を中
心とする組合員の方々が、文字通り身

しんめい
命を賭

して維持してきました。平成6年度に完工した
那須野ヶ原総合開発以後は、那須野ヶ原土地
改良区連合と所属の土地改良区との協同に
よって、総延長330㎞におよぶ用水路が良好
に維持され、農業用水と飲用水が安定供給さ
れてきました。

那須疏水は、2017年に世界かんがい施設遺産
に登録されました。しかし、少子高齢化、農
家数の減少、耕作放棄地の増加や土地改良区
の財政悪化などにより、大規模な農業水利施
設の維持更新は全国的に大きな問題になって
おり、那須疏水も例外ではありません。
那須塩原市の発展は、那須疏水あってこそで
す。郷土の遺産を人、組織、資金面からどの
ような方法で維持してゆくか、広い視野から
検討する組織作りが必要であると思います。

那須疏水を未来に残していくため、みんなで考えることが必要――

第一次・第三次取入口を隧道の中から見たところ。
内側から土のうでふさがれている。

市ふるさと応援隊隊員
中央大学名誉教授
　　　　　小

こ ぐ ち
口好

よしあき
昭 氏

本幹水路（西岩崎） 第一分水口（東原）蛇尾川サイホン出口（上横林）
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那
須
野
が
原
開
拓
の
急
先
鋒

　
那
須
疏
水
の
開
通
に
前
後
し
、
那

須
野
が
原
に
は
数
々
の
農
場
が
設
立

さ
れ
た
。
特
に
最
も
早
く
こ
の
地
に

設
立
さ
れ
た
民
間
の
農
場
が
、
後
に

栃
木
県
令
と
な
る
三
島
通
庸
ら
が
起

こ
し
た「
肇ち

ょ
う
こ
う
し
ゃ

耕
社（
後
の
三
島
農
場
）」

だ
。
肇
耕
社
の
誕
生
に
引
き
続
き
、

前
述
の
印
南
丈
作
ら
が「
那
須
開
墾

社
」を
起
こ
し
、
次
第
に
華
族
た
ち

の
農
場
が
設
立
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
肇
耕
社
の
設
立
は
明
治

13
年
。
当
時
は
那
須
疏
水
も
な
く
、

農
場
で
は
主
に
開
墾
・
牧
畜
・
植
林

を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
那
須
野
が

原
開
拓
の
話
を
聞
き
つ
け
て
、
県
内

山形・福島・栃木県令、
内務省土木局長、警視
総監。子爵。道路整備
や都市計画に手腕を発
揮。いち早く那須野が
原に農場を創設した。

三
み し ま

島 通
みちつね

庸

だ
け
で
な
く
遠
く
は
鳥
取
や
徳
島
か
ら
移

住
す
る
人
た
ち
も
現
れ
た
。
肇
耕
社
で
は

移
住
者
に
対
し
て
土
地
の
分
与
や
分
譲
を

行
い
、
開
墾
に
あ
た
ら
せ
た
。
肇
耕
社
の

事
務
所
が
あ
っ
た
場
所
に
は
、
開
拓
の
歴

史
を
今
に
伝
え
る
那
須
野
が
原
博
物
館
が

建
っ
て
い
る
。

今
も
残
る
開
拓
の
足
跡

　
三
島
通
庸
が
行
っ
た
農
場
経
営
に
よ
る

開
墾
事
業
や
道
路
整
備
な
ど
が
基
に
な

り
、那
須
野
が
原
は
急
速
に
開
け
て
い
く
。

三
島
通
庸
は
明
治
16
年
に
栃
木
県
令
、
翌

17
年
に
は
内
務
省
土
木
局
長
と
な
り
、
那

須
疏
水
の
開
削
や
都
市
計
画
な
ど
に
手
腕

三島開墾全図
明治20年代後半から30年代初めの図

天皇の間記念公園（旧塩原御用邸新御座所）
三島通庸の別荘が後に皇室に献上され塩原御用邸となった

現在の三島地区
主な道路（赤線）など
は当時の面影が残る

● 肇耕社事務所

● 

三島通庸の5男・三島弥
や ひ こ

彦は、日本人初のオリ
ンピアンの一人。明治45年（1912）の第5回ス
トックホルムオリンピックに、金

かなくり
栗四

し そ う
三選手と

共に出場を果たした。

三島通庸の息子は日本初の五輪代表

【 三島弥彦が大河ドラマに登場 】
平成31年1月から放映されるNHKの大河ドラマ「いだ
てん～東京オリムピック噺～」に三島弥彦が登場しま
す。詳しくは、　 検索大河ドラマ 2019

三島地区の街並み

前人未踏。何事も「初めて」は勇気がいる。不毛の大地・那須野
が原に初めて民間農場を設立した三島通庸。彼のこの行動が那
須野が原開拓の先駆けとなった。開拓の幕開け

西那須野駅 
　　　　　●

三島地区の今昔

「三島」の地は
私たちにとって特別な場所――

三島 通
み ち ふ み

文 氏
三島通庸の子孫

毎年、三島神社のお祭りに参列させてい
ただくと、多くの子どもたちや若者が参
加しています。かつて肇耕社があったこ
のエリアが、今でも人口が増え続け、ま
た一部が公共施設に有効活用されるな
ど、市の発展に寄与できていることは、
三島家としても誇りであり、大変嬉しく
思っています。

を
発
揮
し
た
。
ま
た
、
彼
が
行
っ
た
都
市

計
画
の
跡
は
、
現
在
も
碁
盤
の
目
の
よ
う

に
整
備
さ
れ
た
三
島
地
区
の
区
画
と
し
て

残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
道
路
整
備

に
も
力
を
入
れ
、
西
那
須
野
か
ら
塩
原
温

泉
を
経
て
福
島
県
境
の
山
王
峠
に
至
る
塩

原
新
道
の
整
備
も
行
っ
た
。
折
し
も
、
こ

の
道
路
と
東
京
か
ら
引
か
れ
た
鉄
道
に
よ

り
、
尾
崎
紅
葉
や
夏
目
漱
石
な
ど
多
く
の

文
化
人
が
塩
原
温
泉
を
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
名
が
全
国
に
広
が
っ
た
。

　
今
で
も
彼
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
三

島
地
区
の
三
島
神
社
例
大
祭（
10
月
）や
、

塩
原
地
区
の
塩
原
三
恩
人
感
謝
祭（
9
月
）

と
い
っ
た
催
し
が
、
地
元
の
人
た
ち
に
よ

り
毎
年
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
て
い
る
。

肇耕社事務所が描かれた、高橋由一の
鑿道八景《下野那須郡三島村平野放牛》

（明治18年）

肇耕社（三島農場）事務所跡
※現在の博物館の場所。
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木
っ
て
田
舎
で
何
も
な
い

　
　
　
し
、
特
に
魅
力
も
感
じ
な

か
っ
た
」。
か
つ
て
、
自
身
が
故

郷
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
思
い
を

こ
う
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
今
回

の
那
須
野
の
大
地
で
主
人
公
の

「
鶴
見
り
ん
」の
役
を
演
じ
た
山
口

鈴
華
さ
ん
。
現
在
、
高
校
１
年
生

の
彼
女
が
劇
団
な
す
の
に
入
団
し

た
の
は
、
中
学
１
年
生
の
時
。
演

劇
に
興
味
が
あ
り
、
友
人
か
ら
誘

い
を
受
け
て
メ
ン
バ
ー
に
な
っ

た
。

　
今
ま
で
は
、
劇
中
の
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
を
演
出
す
る
狐
の
役
を

担
っ
て
い
た
が
、
今
回
、
主
役
に

初
め
て
抜
擢
さ
れ
た
。「『
り
ん
』

は
、
今
ま
で
の
役
と
比
べ
て
、
セ

リ
フ
の
量
や
演
じ
る
場
面
も
桁
違

い
に
多
い
の
で
、
正
直
自
信
が
な

く
、
初
め
は
不
安
し
か
な
か
っ

「
栃

た
。
で
も
、
稽
古
を
続
け
て
い
く

う
ち
に
楽
し
く
な
り
、
演
じ
き
っ

た
と
き
は
最
高
の
達
成
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
、
嬉
し

そ
う
に
当
時
の
心
境
を
話
し
て
く

れ
た
。

　
か
つ
て
は
、
故
郷
に
対
し
て
特

に
思
い
入
れ
が
な
か
っ
た
山
口
さ

ん
。
し
か
し
、
劇
を
通
じ
て
開
拓

の
歴
史
を
学
ん
で
い
く
う
ち
に
、

こ
の
地
域
が
好
き
に
な
っ
た
と
い

う
。「
劇
中
の
セ
リ
フ
に
あ
る
よ

う
に
、
世
代
を
超
え
て
豊
か
に

な
っ
て
き
た
那
須
野
が
原
。
先
人

た
ち
が
紡
い
で
き
た
開
拓
の
歴
史

を
、
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た

い
」と
話
す
。
海
外
で
異
文
化
交

流
を
す
る
こ
と
を
夢
見
て
い
る
彼

女
。
そ
の
夢
が
叶
う
と
き
、
自
分

の
故
郷
を
胸
を
張
っ
て
自
慢
し
て

く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

劇を通じて、故郷が好きになった さん

未来へつなぐ 那須野が原開拓に命を懸けた先人たち。彼らの思いを未来へつな
いでいくことが私たちの務め。開拓の様子を描いた劇「那須野の
大地」を毎年公演している「劇団なすの」のメンバーに話を聞いた。

塩原小中学校 8年生
さん

　
　
　
須
野
の
大
地
は
、
毎
回
昼

　
　
　

と
夜
の
２
回
上
映
さ
れ
、

昼
の
部
と
夜
の
部
で
出
演
者
が
入

れ
替
わ
る
。
先
述
の
山
口
さ
ん
と

共
に
主
役
の「
鶴
見
り
ん
」を
演
じ

た
も
う
一
人
が
、
櫻
井
那
月
乃
さ

ん
だ
。

　
「
お
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
練

習
を
見
学
に
行
き
、
そ
の
様
子
が

す
ご
く
面
白
そ
う
に
感
じ
た
」と

い
う
の
が
入
団
の
理
由
と
か
。
今

ま
で
は 

幼
少
期
の
り
ん

4

4

4

4

4

4 

の
役
で

出
演
し
て
い
た
が
、
今
回
、
つ
い

に 

主
役
の
り
ん

4

4

4

4

4 

を
演
じ
る
こ
と

に
。「
稽
古
は
大
変
だ
っ
た
け
ど

面
白
か
っ
た
し
、
自
分
の
成
長
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」と
、
大

役
を
演
じ
き
っ
た
感
想
を
話
し
て

く
れ
た
。

　
開
拓
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の

時
に
授
業
で
教
わ
っ
た
く
ら
い

で
、「
大
人
が
鍬
な
ど
を
も
っ
て

土
地
を
耕
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
」

だ
っ
た
と
い
う
櫻
井
さ
ん
。
し

か
し
、
自
身
が
子
役
と
し
て
出

演
し
た
こ
と
で
、「
大
人
は
大
人

の
、
子
ど
も
は
子
ど
も
な
り
の
苦

労
が
あ
り
、
み
ん
な
力
を
合
わ
せ

て
開
拓
を
進
め
て
き
た
ん
だ
な
」

と
、
イ
メ
ー
ジ
に
変
化
が
あ
っ
た

と
か
。

　
自
ら
演
技
す
る
こ
と
で
、
開
拓

の
歴
史
を
学
ん
だ
櫻
井
さ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
那
須
野
の
大
地
に
出

演
を
し
続
け
た
い
と
い
う
。「
こ

の
劇
は
毎
年
少
し
ず
つ
演
出
が

変
わ
り
ま
す
。
今
回
、
り
ん
の
設

定
は
、
泣
き
虫
の
り
ん
で
し
た
。

次
回
は
ま
た
違
っ
た
り
ん
を
演

じ
て
み
た
い
」と
目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
目
標

を
語
っ
て
く
れ
た
。

出演することで、故郷のことが学べた櫻
さくらい

井那
な つ の

月乃

山
やまぐち

口 鈴
す ず か

華
黒磯南高等学校 1年生

那

要所要所に書き込みがされ、読み込
まれた台本。

▶問い合わせ
　西生涯学習課　☎0287（37）5419

那須野が原開拓の魅力に迫る　日本遺産認定記念講演会
昨年5月に日本遺産に認定された※明治
華族による開拓にまつわるストーリー

「明治貴族が描いた未来～那須野が原開
拓浪漫譚～」。明治政府で要職を務めた
華族たちが起こした華族農場などの那
須野が原開拓の魅力に迫ります。

日本遺産認定について、詳
しくはこちら。

（市ホームページにリンク）

日本遺産とは…
東京五輪・パラリンピックま
でに全国で約100件まで増や
そうとするもので、文化財を

「点」として捉え、主に保存を
重視するこれまでの文化財指
定の制度と性格が異なり、地
域に点在する遺産を「面」とし
て一体的に捉え、活用するこ
とが重視されています。

▶とき　3月2日㈯ 午後1時30分開会
▶ところ　乃木温泉ホテル
　　　　　（下永田1-993-11）
▶参加費　無料
▶定員　200人
▶その他　事前に申し込みが必要です
※申し込み方法など詳しい内容が決ま
　り次第、広報誌でお知らせします。
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人がつながり
　新しい力が湧きあがるまち
� 那須塩原

那須塩原市長

　君島　寛

2019
新年のご挨拶

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
、
未
就
学
児
ま
で

と
な
っ
て
い
た
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

現
物
給
付
の
対
象
を
、
中
学
生
ま
で
拡
大
し

ま
す
。
現
物
給
付
は
医
療
機
関
な
ど
窓
口
で

の
支
払
い
が
不
要
と
な
る
た
め
、
助
成
申
請

の
手
続
き
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
月

か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
経
済
的

負
担
感
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
少
子
化

対
策
に
も
効
果
が
あ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
２
年
の
と
ち
ぎ
国
体
で

は
本
市
が
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
な
ど
５
競
技
の
会

場
と
な
り
ま
す
。
開
催
に
向
け
て
、
現
在
増

設
中
の
く
ろ
い
そ
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、

本
年
４
月
か
ら
利
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
那
須
高
林
産
業
団
地
の
造
成
工

事
に
着
手
し
、
市
内
企
業
の
さ
ら
な
る
事
業

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
４
月
に
念
願
の
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
が
開
所
し
、
多
く
の
団
体
に
市
民
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
５
月
に
は
、
本
市
を
含
む
４
市
町
の
共

同
に
よ
る「
明
治
貴
族
が
描
い
た
未
来
～
那
須

野
が
原
開
拓
浪
漫
譚
～
」が
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
る
と
い
う
、
大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
一
昨
年
度
か
ら
進
め
て
い
た
市

内
小
中
学
校
と
義
務
教
育
学
校
の
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
が
完
了
し
、
熱
中
症
予
防
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
児
童
生
徒
が
暑
さ
を
気

に
せ
ず
に
授
業
に
集
中
で
き
る
環
境
が
整
い

拡
大
や
市
外
企
業
の
新
規
立
地
に
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
２
０
２
０
年
度
の
分
譲
開
始

に
向
け
、
企
業
誘
致
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
～
６
月
に
は
栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ
Ｃ
）が
締
め
く
く

ら
れ
ま
す
。
旬
の
花
や
日
本
遺
産
認
定
施
設

を
巡
る
ツ
ア
ー
、
昨
年
好
評
だ
っ
た「
い
ち
ご

と
み
る
く
フ
ェ
ア
」な
ど
本
市
の
魅
力
を
活
か

し
た
企
画
を
用
意
し
、
観
光
局
と
連
携
し
な

が
ら
集
客
を
図
り
ま
す
。
新
庁
舎
の
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、
具
体
的
な
方
向
性
を
示
す「
新

庁
舎
建
設
基
本
計
画
」を
策
定
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本

市
の
新
た
な
魅
力
や
地
域
の
活
力
を
創
出
す

べ
く
、
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

本
格
的
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
多

様
な
ア
ー
ト
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、「
第
２
次
総
合
計
画
」の
将
来
像

「
人
が
つ
な
が
り
新
し
い
力
が
湧
き
あ
が
る
ま

ち　

那
須
塩
原
」の
実
現
に
向
け
、「
市
民
優

先
」の
基
本
姿
勢
の
も
と
、
財
政
の
健
全
性
に

配
慮
し
た
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
住
み
続
け
て
い
た
だ
け
る
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
って
明
る
く
幸
多
い
年
に

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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秋の叙勲

長年の功績に栄誉
～叙勲・褒章受章～

　このほど叙勲・褒章が発表され、本市から10人の皆さんが受章されました。
　ここで、受章された6人（4人は掲載を辞退）の経歴とコメントを紹介します。

　
「
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」。
地
域
の
人

か
ら
感
謝
の
声
が
聞
こ
え
た
と
き
、
井
上

さ
ん
は
こ
う
感
じ
た
と
い
う
。

　

在
任
中
に
は
、
３
日
間
陸
の
孤
島
と
化

し
た
那
須
水
害
や
２
か
所
の
共
同
浴
場
の

改
修
な
ど
多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
そ
う
。

　

特
に
、
平
成
６
年
に
消
防
車
用
車
庫
を

新
築
す
る
と
き
に
、
各
戸
負
担
を
減
ら
す

た
め
努
力
し
た
こ
と
や
、
冬
季
の
道
路
凍

結
が
危
険
な
た
め
、
当
時
の
塩
原
町
に
陳

情
し
融
雪
設
備
を
設
置
し
た
こ
と
が
非
常

に
心
に
残
っ
て
い
る
そ
う
。

　
今
回
の
受
章
を
受
け
、「
ま
さ
か
受
章
で

き
る
と
は
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」と

感
謝
を
口
に
し
て
く
れ
た
。

若松 東
は る ま さ

征 氏

井上 武志 氏

地域の安寧を
願って

  地方自治功労
    　　　77歳

旭　日
双光章

平成28年6月に勇退するまで、
24年3か月の長きにわたり古
町1・2丁目自治会長として地
域のために尽力。現在も、塩
原温泉コミュニティ会長や市
文化協会監事をつとめるなど
活躍している。

  地方自治功労
  　  　　76歳

 社会連帯
推進功労

77歳

旭　日
双光章

旭　日
単光章

　
生
活
の
身
近
な
問
題
を
学
び
、
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む“
生
活
学
校
”。
大
内
さ
ん
は

25
年
以
上
に
わ
た
り
、
そ
の
中
心
的
存
在
と

し
て
、
環
境
問
題
や
少
子
高
齢
化
、
貧
困

な
ど
の
社
会
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
“
レ
ジ
袋
減
ら
し
隊
運
動
”や“
復
興
支
援

運
動
”、“
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
”、“
子
ど
も

食
堂
”な
ど
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、「
ど

れ
も
新
し
い
挑
戦
の
連
続
で
し
た
」と
振
り

返
っ
た
。「
ど
ん
な
高
い
壁
も
、
仲
間
と
知

恵
を
出
し
、
議
論
す
れ
ば
、
必
ず
道
が
開

け
る
」と
話
し
、「
最
後
ま
で
諦
め
な
い
こ

と
が
大
切
」と
活
動
の
信
条
を
教
え
て
く
れ

た
。「
仲
間
や
地
域
の
人
の
支
え
に
感
謝
し

た
い
」と
受
章
の
喜
び
を
話
し
て
く
れ
た
。

誰かが動かねば
社会は変わらない

平成10年に黒磯市生活学校の
会長に就任。平成21年からは
栃木県生活学校会長や全国生
活学校副会長、栃木県コミュ
ニティ協会副会長など、数々の
要職を兼任。平成26年より㈶
あしたの日本を創る協会理事。

　
「
那
須
水
害
か
ら
20
年
目
の
思
い
が
け
な

い
受
章
」と
相
馬
さ
ん
。
水
害
発
生
時
は
全

消
防
職
員
が
不
眠
不
休
で
人
命
救
助
や
避

難
誘
導
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
な
ど

を
行
っ
た
。

　

平
成
15
年
の
大
規
模
工
場
火
災
で
は
、

県
内
外
の
消
防
本
部
の
応
援
を
得
て
、
多

く
の
消
防
団
員
と
の
懸
命
な
消
火
活
動
が

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
今
回
の
受
章
を
受
け
、「
第
一
線
で
消
防

活
動
を
行
っ
て
き
た
先
輩
や
同
僚
の
支
え

に
よ
る
も
の
。
ま
た
、
地
域
の
た
め
に
昼

夜
献
身
的
に
防
災
活
動
を
行
う
消
防
団
員

の
皆
さ
ま
に
も
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
、
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
て
く
れ
た
。

地域住民のため、
あらゆる災害に対
し最善を尽くす

昭和50年、黒磯那須消防組合
消防本部に奉職。平成17年
に那須消防署長となる。平成
21年に黒磯那須消防本部次長
兼黒磯消防署長で退職するま
で、地域住民の安全安心を守
り続けた。 相馬 文雄 氏

瑞　宝
双光章

消防功労 
　  70歳

　
「
土
砂
崩
れ
で
塩
原
が
陸
の
孤
島
に
な

り
、
夜
通
し
で
警
戒
に
あ
た
っ
た
」と
在
任

中
最
も
印
象
深
か
っ
た
那
須
水
害
を
振
り

返
る
。
副
団
長
だ
っ
た
君
島
さ
ん
は
、
団

員
た
ち
を
率
い
て
、
決
断
を
迫
ら
れ
る
場

面
が
数
多
く
あ
っ
た
。「
団
員
の
安
全
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
や
自
分
の
決
断
に
対
す

る
責
任
の
重
み
を
感
じ
た
」と
い
う
。

　
「
い
ざ
と
い
う
と
き
は
、
仲
間
と
団
結
す

る
こ
と
が
大
事
」と
い
う
君
島
さ
ん
。
日
頃

か
ら
幅
広
い
世
代
の
団
員
と
交
流
を
深
め

て
き
た
と
い
い
、「
周
囲
の
人
た
ち
の
協
力

や
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
受
章
で
き
た
」

と
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
た
。

トップとして
培われた決断力

昭和42年、塩原町消防団に入
団。平成16年4月に塩原町消
防団長を退任するまで、37年
間にわたり地域の災害に立ち
向かってきた。現在は、代々
受け継いできた旅館を守りな
がら、趣味のゴルフを楽しむ。氏君島 則夫

　　消防功労
　　　 72歳

瑞　宝
単光章

秋の褒章

勲章の種別

　
「
現
場
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
が
一
番
大
切
。

自
分
の
目
で
見
て
、
徹
底
的
に
調
査
し
、

判
断
し
て
き
た
」。
在
任
中
の
理
念
を
、
若

松
さ
ん
は
そ
う
振
り
返
っ
た
。
前
例
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
そ
の
時
々
で
自
分
の
信
念
に

基
づ
き
行
動
。「
そ
の
分
、
敵
も
多
か
っ
た

け
ど
、
八
方
美
人
に
は
な
り
た
く
な
か
っ

た
ん
だ
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
誰
よ
り
も
多
く
の
恥
を
か
き
、
そ
の
分

多
く
を
学
ん
で
き
た
」。
そ
ん
な
彼
の
周
り

に
は
、
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
た
と

い
い
、「
今
回
の
受
章
は
家
族
の
お
か
げ
」と

感
謝
を
話
し
た
。
今
も
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
奔
走
し
て
い
る
若
松
さ
ん
の
目
に

は
、
昔
と
変
わ
ら
ぬ
情
熱
が
宿
って
い
た
。

現場へ駆けつけ
自らの目で判断

平成7年4月に黒磯市議に初当
選。以後平成29年4月までの
22年間にわたり黒磯市議・那
須塩原市議としてまちの発展
に尽力。ボランティア団体の
代表をつとめながら、地域へ
の奉仕に全力を注いできた。

氏小林 浩

消防功績
    　　 57歳

藍綬
褒章

　

会
社
勤
め
の
傍
ら
33
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
消
防
団
の
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
小
林

さ
ん
。「
消
防
団
の
仲
間
や
家
族
、
自
治
会
、

会
社
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
や
っ
て

こ
ら
れ
た
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
団
員
の
命
を
守
る
の
も
支
団
長
と
し
て

の
責
務
」。
2
年
前
に
参
加
し
た
日
本
消
防

協
会
の
特
別
研
修
で
、
東
日
本
大
震
災
の

際
、
団
員
9
人
を
津
波
で
亡
く
し
た
事
例

を
聞
き
、
改
め
て
自
ら
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
た
そ
う
。「
現
場
で
進
む
べ
き
か
引

く
べ
き
か
を
即
座
に
判
断
し
、
団
員
の
安

全
を
全
て
に
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
」と
決
意

に
満
ち
た
表
情
で
語
る
小
林
さ
ん
。
今
後

も
団
員
の
安
全
教
育
に
力
を
注
い
で
い
く
。

危機迫る現場で
“引く”勇気を

昭和60年に消防団に入団。分
団長や副団長を経て、平成29
年4月に那須塩原市西那須野
支団長に就任。現在は280人
の団員の先頭に立つ。仕事と
消防団の両立で多忙ながらも
趣味のキノコ採りに励む。 大内 康子 氏

藍綬
褒章

国や地方公共団体
から依頼されて行
われる公共の事務
( 保護司、民生・児
童委員など）に尽
力した人を表彰す
るもの

瑞宝章
国と地方公共団体
の公務または公共
的な業務に長年に
わたり従事して功
労を積み重ね、成
績を挙げた人を表
彰するもの

旭日章
社会のさまざまな
分野における功績
の内容に着目し、
顕著な功績を挙げ
た人を表彰するも
の
（写真は旭日小綬章）

（写真は瑞宝小綬章）
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まちの身近な話題や出来事を教えてください。広報担当者が取材に伺います。
本シティプロモーション課　☎0287(62)7109Town Topics タウントピックス
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新しい仲間と異国の地で野球を
～モスト絆プロジェクト in ハワイ～

　東日本大震災の復興のため、福島県の野球少年
をハワイの野球大会に招待し、国際交流を図るモ
スト絆プロジェクト in ハワイ。大田原ボーイズに
所属する日新中３年の小

こ ふ で

筆琉
りゅうせい

世君は東日本大会で
の活躍が認められ、栃木県内から特別に選抜。小
筆君は「外国人選手とのパワーやスピードの違いを
感じました。そして、今回初めて出会ったチーム
メイトとハワイでの生活を通じて絆を深め、貴重
な経験ができました」と振り返りました。

オリンピック選手ってカッコイイ！
～塩原小中 オリ・パラ教育推進事業～

　晴天に恵まれた11月28日、塩原小中学校で行わ
れたオリンピック選手による陸上競技教室。この
日は、400mハードルのブラジル代表として北京
とリオ、2度の出場経験も持つ杉町マハウ選手が訪
れ、実技指導と講演会を開催しました。
　杉町選手が走りを披露すると、その足の速さと
ジャンプ力に子どもたちは目を奪われていました。
講演会では「夢に向かって挑戦する気持ちが大事」
と激励の言葉が子どもたちに送られました。

キャンドルの優しい灯りに包まれて
～黒磯駅前キャンドルナイト～

生で見るフェンシングの迫力に驚嘆
～スポーツ交流大会～

　12月15日、国際フェンシング連盟副会長の太田雄
ゆ う き

貴さん
を講師に迎えて、にしなすの運動公園でスポーツ交流大会が
開催されました。太田さんは北京（2008）とロンドン（2012）
のオリンピックで、2大会連続の銀メダルを獲得。現在はフェ
ンシングの魅力を多くの人に知ってもらうため、精力的に活
動しています。会場を訪れた約150人の観客は、現役選手の
迫力あるプレーに歓声を送っていました。

使用する剣の説明をする太田さん。剣先には攻撃が当たったと
きに反応するセンサーが取り付けられている。　 一瞬で勝負が
決まるフェンシング。太田さんは競技内容や、試合の様子につ
いて分かりやすく説明してくれた。　 現役選手に挑戦した鎌田
光
ひかる

君と安藤幸
こ う き

輝君。（共に三島小4年）　 子どもたちは、体格
差をものともせず果敢に攻めていた。

解体ショーの迫力に目が釘付け
～平成30年度 市場祭～

　11月25日、黒磯那須公設地方卸売市場で市場祭
が開催されました。全国各地から集まる旬な食材
を求め、多くのお客さんが会場を埋め尽くしまし
た。中でも、ひときわお客さんの目を引いたのが、
生マグロの解体ショー。この道50年のベテラン・
魚七のご主人が40キロを超えるマグロをさばきま
した。手際よく大きな包丁が入れられ、あっとい
う間にマグロは5枚おろしに。その後、列をなすお
客さんの手に次々と渡っていきました。

激しく叩いて豊作祈願
～嶽

たけさん

山箒根神社 梵
ぼんてん

天上げ～

　「ワッショイ、ワッショイ」威勢のよい掛け声が
のどかな田園地帯に響き渡ります。11月23日、宇
都野地区にある嶽山箒根神社の例大祭で、市の無
形民俗文化財になっている梵天上げ（梵天まつり）
が行われました。孟宗竹で作られた梵天を割れる
まで激しく地面に叩きつけ、五穀豊穣を願うこの
祭り。今年も6本の梵天が神社に奉納されました。
参道には多くの人たちが見物に訪れ、梵天が近く
を通ると拍手喝さいが起こっていました。

岡田眞善と歩く大正浪漫街道
～絶景フォトツアー～

　11月10日、紅葉の名所である「大正浪漫街道」で、
カメラ好きな女性を対象にした「絶景フォトツ
アー」が開催され、県内外から9人が参加しました。
ラジオパーソナリティで、市まちづくり大使の岡
田眞

しんぜん

善さんとともに、塩原の紅葉スポットを巡り、
「私だけが見つけた塩原の景色」をカメラに収めよ
うという今回の企画。天候にも恵まれたこの日は、
色づく塩原の景色を上手く写真におさめようと夢
中で楽しんでいました。

　今回で23回目を数える恒例行事・黒磯駅前のキャ
ンドルナイトが12月8日に開催されました。地元
の小中学校や消防、警察や企業などがオリジナル
のキャンドルを展示。再整備が進み、少しずつ姿
を変える駅前通りに、5,000を超えるキャンドルの
灯りが優しくともりました。
　訪れた多くのお客さんは、いつもより心なしか
穏やかに流れる時間の流れを、思い思いに楽しん
でいるようでした。



ごみの出し方が変わります
　市では、より安全で効率的な収集を行うため、平成31（2019）年4月1日から、
家庭から排出されるごみの分別と資源物の収集スケジュールについて、一部を変
更します。今回の変更により、皆さんがごみを出す時や収集作業時の事故を防止
したり、資源物収集作業をさらに安定的に行うことを目指しています。
　今回は、新しい分別と資源物収集スケジュールを、それぞれ詳しく説明します。

４月1日からごみの処理手数料も変わります
那須塩原クリーンセンターに直接持ち込む際は…

ごみの減量と資源化を強く推進することを目的
として、4月1日㈪から那須塩原クリーンセン
ターに直接持ち込むごみの処理手数料を右記の
とおり改定します。環境への負荷を減らすため
にご理解ご協力をお願いします。 100円/10kg 150円/10kg

「発火性危険ごみ」「水銀使用製品」を分別してください
火災の危険があるごみ、製品中に水銀を含むごみを安全に処理するため

資源物の回収パターンを変更します

家庭用パソコンを小型家電として回収します

効率的な収集を行うため

1 週目 2 週目 3 週目 4 週目 その後
3 月 31 日まで 新聞・段ボ 紙パ・雑誌・トレイ 新聞・段ボ 紙パ・雑誌

以後繰り返し
4 月 1 日から 段ボール トレイ 新聞 紙パ・雑誌

1 週目 2 週目 3 週目 4 週目 その後
3 月 31 日まで 不燃・電池 茶色のびん 小電・電池 その他の色のびん

以後繰り返し
4 月 1 日から 不燃 茶色のびん 小電・電池・発火 その他の色のびん

※小型家電、電池、発火性危険ごみは、必ず袋を別にして出してください。

ご注意ください！
4月1日から新しい分別や回収パターンとは異なる状態で出されてしまった
ごみや資源物は、黄色いステッカーが貼られ、回収されません。

▼対象
　 家庭から排出される蛍光管、水銀体温計、水

銀血圧計、水銀温度計など水銀が使用されて
いる製品

▼排出方法
�①蛍光管
　 これまで同様、市役所の各庁舎・出張所、保

健センター、図書館、市営公民館など計22か
所に設置されている専用の回収ボックスに持
ち込む。
②体温計や血圧計など水銀を含むもの
　 袋に入れて口をしっかりと縛り、蛍

光管と同じ回収ボックスに割れない
ように持ち込む。

水銀使用製品

▼対象
　 スプレー缶（エアゾール缶）、カセットコンロ用ガス

ボンベ、ライター全般、ガソリン携行缶など揮発性、
引火性が高い液体の保管容器　など

▼排出方法
　 下記のとおり火気のない屋外で適切に処理し、「発火

性危険ごみ（発火）」の日にごみステーションへ出して
ください。

�①スプレー缶やガスボンベ
　�使い切って中身を空にし、穴を開けず透明な袋に入

れる。
②ライター
　中身のガスや燃料を空にしてから透明な袋に入れる。
③ガソリン携行缶など
　 中身を空にし、ふたをせずに透明な袋に入れる。ふ

たは材質により可燃ごみ、不燃ごみとして出す。

発火性危険ごみ

新聞、段ボール、紙パック・雑誌、白色トレイの回収がそれぞれ4週間に1回の回収となります。

電池は月2回から月1回（小型家電、発火性危険ごみと同じ回収日）の収集となります。

家庭用パソコンは、小型家電として下記の場所にある拠点回収ボックスで回収します。
※ 拠点回収ボックスに入りきらないサイズのパソコンは、直接、那須塩原クリーンセ

ンターへ持ち込んでください。
※個人情報保護のため、パソコン内のデータは消去してから持ち込んでください。

※ 資源物や市指定のごみ袋に入れたごみは、これまでどおり
無料で受け入れます。資源物とごみをしっかり分別するこ
とで、ごみ処理にかかる負担を減らすことができます。

平成31年（2019年）
　　　　3月30日まで

平成31年（2019年）
　　　　4月1日から

▼対象
　家庭から出た可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ
　事業所から出た一般廃棄物

4 1
から▼拠点回収ボックスの設置場所

　 市役所本庁舎、西那須野庁舎、塩原庁舎、ハロープラザ、那須塩原クリーンセンター

※ 3月31日は休み。
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02
男
女
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
称
え
て

～
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
表
彰
～

　
家
庭
生
活
と
の
両
立
に
配
慮
し
た
勤
務
体
制
や
性

別
に
よ
ら
な
い
採
用
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
次
の
４
事

業
者
に
対
し
、
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
の
楯
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

▼
表
彰
事
業
者

・
㈱
伸
光
製
作
所
那
須
工
場

・
㈱
栃
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ロ

・
㈲
菊
地
市
郎
商
店

・
西
那
須
野
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
問
い
合
わ
せ

○　
市
民
協
働
推
進
課
☎
０
２
８
７（
62
）７
０
１
９

03
那
須
信
用
組
合
・
第
一
勧
業
信
用
組
合
と

の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

市
と
那
須
信
用
組
合
・
第
一
勧
業
信
用
組
合
が
、

産
業
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
、
お

互
い
の
知
恵
と
情
報
、
人
材
、
技
術
を
活
用
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
・
協
力
し
て
い
く
た
め
の
包

括
連
携
を
結
び
ま
し
た
。

　

今
後
、
企
業
誘
致
や
雇
用
の
創
出
、
観
光
振
興
、

地
域
産
品
や
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
、
移
住
定
住
の
促

進
な
ど
、
広
範
囲
の
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課�

☎
０
２
８
７（
62
）７
１
０
６

01
車
い
す
テ
ニ
ス
世
界
国
別
選
手
権
で
優
勝

～
眞
田
卓
さ
ん
に
二
度
目
の
市
長
特
別
賞
～

　
5
～
6
月
に
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ

リ
バ
・
ワ
ー
ル
ド
チ
ー
ム
カ
ッ
プ
２
０
１
８
の
男
子

ク
ラ
ス
で
優
勝
を
飾
っ
た
、
市
ま
ち
づ
く
り
大
使
の

眞さ
な
だ
た
か
し

田
卓
さ
ん
に
市
長
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
リ

オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
第
4
位
の
功
績
に
よ
る
受
賞
に

続
き
、
二
度
目
の
市
長
特
別
賞
と
な
る
眞
田
選
手
。

　
「
ま
た
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
け
て
嬉
し
い
。
来

年
も
受
賞
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」と
今
後
の

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

○

秘
書
課�

☎
０
２
８
７（
62
）７
１
０
８

04
那
須
塩
原
ブ
ラ
ン
ド

新
た
に
３
品
目
が
追
加
に

　
「
那
須
塩
原
ら
し
さ
」「
独
自
性
」
な
ど
の
観
点
か

ら“
い
い
も
の
”に
対
し
、
ま
ち
の
お
墨
付
き
を
与
え

る「
那
須
塩
原
ブ
ラ
ン
ド
」。
既
存
の
20
品
目
の
特
産

物
や
軽
工
業
品
に
、
今
年
新
た
に
３
品
目
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

▼�

認
定
品（
認
定
事
業
者
）　

�

①
塩
原
か
ぶ（
塩
原
そ
菜
生
産
出
荷
組
合
）

②�

特
上
伝
承
味
噌・田
舎
造
り
伝
承
味
噌

③
那
須
の
む
ら
さ
き（
②
③
と
も
㈲
那
須
醤
油
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
商
工
観
光
課　
　
　
☎
０
２
８
７（
62
）７
１
３
０
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65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

地
域
社
会
の
支
え
手
と
な
っ
て
介
護
予
防
！

― 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業 

―

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
や
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
。

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
介
護
を
予
防
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
る

趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
社
会
参
加
活
動
。
市
で
は
、
高

齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
た
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
に「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
約

１
２
０
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録

し
、
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
社
会
の
支
え
手
に
な
る
こ
と
は
、
介

�▶問い合わせ
���� 高齢福祉課
☎0287（62）7137

市の台帳に登録した高齢者が、指定された介護サービス施設などでボラ
ンティア活動を行うと、手帳にスタンプが押されます。
スタンプがポイントになり、ポイント分の商品券と交換できます。
▶対象　65歳以上の市民（要介護・要支援認定者と第一号事業対象者は除く）
▶登録場所　 高齢福祉課

市役所で登録申請
持ち物：印鑑

スタンプが貯まる
1回1時間の活動で1スタンプ。
スタンプ数に応じたポイントを
付与します。

ボランティア活動
内容は下の「よくある質問」
を確認してください。

商品券と交換
10ポイントにつき、
1,000円相当の商品券と交換

介護支援ボランティアポイントの仕組み

受入施設と調整
自分に合った活動・施設
を選びます

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

か
？

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
手
伝
い
、

話
し
相
手
、
囲
碁・将
棋
の
相
手
、

食
事
の
配
膳
・
下
膳
の
補
助
、

特
技
披
露（
音
楽
演
奏
、
マ
ジ
ッ

ク
、
ダ
ン
ス
な
ど
）、
草
取
り
・

清
掃
手
伝
い
、
洗
濯
物
の
整
理

や
シ
ー
ツ
交
換
な
ど
で
す
。

興
味
は
あ
る
け
ど
、
何
か
ら
始

め
た
ら
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
…
。

市
で
は
、
受
入
施
設
が
希
望
す

る
活
動
内
容
を
管
理
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
希
望
を
聞

き
な
が
ら
、
受
入
施
設
と
の
結

び
付
け
の
お
手
伝
い
も
で
き
ま

す
。
市
役
所
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

QQ AA よ
く
あ
る
質
問

護
予
防
だ
け
で
な

く
、
生
き
が
い
づ
く

り
に
も
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
の
一
歩
と

し
て
、
皆
さ
ん
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
事
業
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

介護施設でのボランティア活動の様子
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図書館へ行こう！図書館 HP

▶問い合わせ　　西那須野図書館　☎（36）6001　　黒磯図書館　☎（63）9031　　塩原図書館　☎（48）7521

Q. あなたが好きなコーナーはどれですか？（複数可）

※いただいたご意見は、内容を変えない範囲で添削させていただく場合があります。
※紙面の都合上、掲載できない場合がありますのであらかじめご了承ください。

広報なすしおばらを読んだ感想、取り上げて欲しい
話題や記事などをお書きください。

１．表紙
３．行政 info
５．子育て連絡帳
７．健康だより
９．お便りBOX
11.  ちっちゃな自然
13.  げんきびと
15.  私のまちの近い遺産

２．特集
４．タウントピックス
６．チャイルドトピックス
８．図書館へ行こう！
10.  なすしおばら珍百景
12．編集後記
14．ものづくり若人

新しい年の始まりです。
新たなチャレンジのヒントを、本や雑誌で見つけてみませんか？

著：街道歩き委員会・内田晃 三省堂書店

日本橋から日光東照宮の玄関口まで
を結ぶ日光街道。日光街道を１８区間
に区切っているので、歩きたい区間か
ら始められます！　各区間の見所やコ
ラムも楽しめる１冊。

江戸時代の旅人気分で街道歩き！

『40代からの街道歩き 《日光街道編》』

『ゴッホはなぜ星月夜のうねる糸杉をえがいたのか』

4万年前の洞窟アートから現代美術
までの68作品、その一つ一つの物語
を紡ぎながら、大きな美術史の流れ
を織り上げていきます。好きな絵の
つまみ読みも楽しい本です。

物語を味わい歴史の旅も。1冊で2度おいしい！

著：マイケル・バード　絵：ケイト・エヴァンズ
 訳：岡本由香子　エクスナレッジ作：ビアンカ・ピッツォルノ　訳：関口英子 岩波書店

プリスカ、エリザ、ロザルバは、小学
4年生の仲良し3人組。新しくやってき
た偽善のかたまりのような先生が許せ
ません。何とかして先生をやりこめよう
と…。

子どもだってタイヘンなんです。

『なに　はこんでるの？』

救急車にタンクローリー、ミキサー車
…町では人やものを「はこぶ車」をたく
さん見かけますね。何をどんなふうに
運んでいるのかな？　しかけをめくっ
て見てみよう。

めくるのも楽しいのりもの絵本です。

さく：スズキサトル ほるぷ出版

 宝島社

「手仕事によって作られた日常品で
ある民藝品」。日常の中で使ってこ
そ、その良さがわかるのかもしれま
せん。お気に入りの品を見つけて慈

いつく

しみながら使ってみては…。
素敵な民藝品に出会えるマップ付き！

『民藝のある暮らし』
NEW！

監修：辰巳洋　編著：猪俣稔成 緑書房

1年を15日ごとに区切った「二十四節
気」。それぞれの特徴や気候、よくあ
る体調の変化に合わせたおすすめの
薬膳処方を、献立形式で紹介します。

薬膳の知恵で健やかな身体づくりを

皆さんからいただいたお便りを紹介します。
今後の広報誌づくりの参考にさせていただきます。

お便り BOX

◆
市
表
彰
式
の
記
事
を
読
み
ま
し

た
。
地
方
自
治
や
福
祉
、
色
々
と
市

の
た
め
に
尽
く
し
た
立
派
な
人
た
ち

で
す
。
私
も
市
の
た
め
に
尽
く
し
た

い
で
す
が
、
老
人
な
の
で
で
き
ま
せ

ん
。
小
さ
な
こ
と
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
し
た
い
で
す
。
年
金
を
残
し
て
、

少
し
で
す
が
福
祉
に
寄
付
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

Ｕ
Ｏ
Ｅ
さ
ん（
木
綿
畑
）90
代
女
性

◆
ま
だ
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
で
す

が
、
馬
と
一
体
に
な
る
馬
術
障
害
競

技
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
ま
す
。

馬
を
信
じ
て
、
馬
が
騎
手
の
心
を
読

み
、
障
害
を
飛
ん
で
い
く
姿
は
圧
巻

で
す
。
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
選
手
、
２
０
１
８
年
全
日
本
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
、
２
０
１
９
年
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
出
場
選
手
を
、
こ
の
那
須
塩

原
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
、

す
ご
い
で
す
よ
ね
。

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん（
鍋
掛
）50
代
男
性

◆
毎
年
巻
狩
ま
つ
り
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災

の
後
に
こ
ら
れ
た
福
島
の
和
太
鼓
の

演
奏
を
も
う
一
度
聞
き
た
く
な
り
、

ペ
ン
を
持
ち
ま
し
た
。
も
し
で
き
る

な
ら
、
も
う
一
度
聞
き
た
い
で
す
。

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と

も
よ
ろ
し
く
ね
。“
も
う
一
度
聞
き

た
い
和
太
鼓
の
音
”。

 

黒
磯
の
う
さ
ぎ
さ
ん（
埼
玉
）

 

70
代
女
性

◆
子
育
て
連
絡
帳
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
病
児
・
病
後
児
保
育
。
小
さ
い
子

ど
も
が
発
熱
し
た
と
き
に
預
け
ら
れ

る
場
所
が
近
く
に
な
く
て
困
っ
て
い

た
の
で
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｋ
・
Ｉ
さ
ん（
上
厚
崎
）50
代
女
性

その他にも、たくさんのお便りをいただきました。
ありがとうございました。

お便りBOX

※応募は次ページのQRコードを参照してください。

※応募ははがきかQRコードから。

あなたの身の回りの"珍"な光景、出来事、思い出
などの写真を募集します。その1枚が新たな魅力
の発見につながるかも。

皆さんからいただいたお便りを紙面で紹介して
いきます。広報なすしおばらを読んだ感想、取
り上げて欲しい話題などを投稿してください。

皆さんの声を紙面で紹介します

なすしおばら  　  百景珍
あなたの"珍"がまちの魅力に？

募集中

スマートフォンなど
からの応募はこちら

『あたしのクオレ　（上・下）』

イベント情報

塩原図書館 2月4日㈪～6日㈬蔵書点検 特別休館

『季節の薬膳 二十四節気の養生レシピ』

イベント情報

おはなし会の後に工作会を行います。
ハサミを使った作業などはありませんので、
小さなお子さんでも安心して作業できます。
▶とき　1月19日㈯午前10時30分～11時30分
▶ところ　塩原図書館
▶対象　小学生以下のお子さん
▶参加費　無料
▶定員　定員なし（申し込み不要）
▶問い合わせ　塩原図書館

「おはなのリースを作ろう！」
おはなし会と工作会

「この本よんでみて! コンテスト2018」 審査結果発表
大切な人に宛てた本をすすめる手紙を、市内の小学生を対象に募集しま
した。審査の結果、金賞・銀賞・銅賞が選ばれました。金賞・銀賞の受
賞者を紹介します。 金

賞

浜田慈恩（埼玉小1年）、岩田昊太朗（槻沢小2年）、
田中詩恵（東原小3年）、益子結菜（豊浦小4年）、塩
田明（稲村小5年）、八木澤玲羅（大原間小6年）

銀

賞

廣田佑都（東原小1年）、佐藤優衣香（東小2年）、髙
根沢心愛（青木小3年）、屋代耕陽（東小4年）、荒居
結音（槻沢小5年）、宮澤亜純奈（槻沢小6年）

※ 作品は1月下旬に図書
館のホームページに
掲載する予定です。

20平成31（2019）年1月5日号
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幸 せ を 運 ぶ 昆 虫
～ テ ン ト ウ ム シ ～

ナナホシテントウ　撮影日：2011.5.26　撮影場所：下田野

み～つけた
ちっちゃ

な自然
NO. 165

那須塩原自然を愛そう

あなたの"珍"を募集中
≪応募方法≫
方法① きらきらホット
　　　 なすしおばらに投稿
　　　 珍百景投稿用フォームに
           必要事項を入力。

方法② シティプロモーション課に電話
　　　　☎ 0287（62）7109

●必要事項
　住所、氏名（ペンネーム）、電話番号、年齢、性別、
　珍百景写真、タイトル、撮影日、コメント（100 字
　程度）

●注意点
※人権侵害、政治・宗教活動、意見広告や宣伝につ
　ながるものなど、掲載できない内容があります。
※内容を変えない範囲で添削する場合があります。
※被写体の人物または所有者などに許可を得てから
　応募してください。
※インターネットなどからの転載はご遠慮ください。
※応募いただいた写真は市の情報発信活動に使わせ
　ていただく場合があります。

冬
と
春
の
共
演

　
　
　
　
　
ミ
ノ
ム
シ
と
サ
ク
ラ

百景
なすしおばら

珍

那須塩原市役所
シティプロモーション課

「広報なすしおばら係」行

ご住所

那須塩原市

お名前
フリガナ

☎電話

年齢 性別歳 男　・　女

ペンネーム
（希望者のみ）

※掲載する場合は実名ではなく、イニシャルまたはペンネームで掲載します。

３ ２ ５ ８ ５ ０ １
お手数ですが

62 円切手を

貼ってください

広報なすしおばら 2019.1 No.337

ナナホシテントウの幼虫はとても地味

　
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
は
、
赤
や
オ
レ
ン
ジ
、
黒
の

鮮
や
か
な
模
様
と
丸
み
を
帯
び
た
体
形
か
ら
、

小
さ
な
子
ど
も
や
女
性
に
も
親
し
ま
れ
る
昆
虫

の
一
つ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
は
な
ぜ
あ
ん
な

に
ビ
ビ
ッ
ド
な
模
様
を
し
て
い
る
の
か
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、
あ
ん
な
に

目
立
つ
と
、
す
ぐ
に
鳥
に
見
つ
か
っ
て
食
べ
ら

れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
ね
。

　
そ
の
理
由
は
、
毒
を
持
っ
て
い
る
か
ら
。
テ

ン
ト
ウ
ム
シ
を
つ
か
ん
だ
時
に
、
手
に
黄
色
い

汁
が
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
に
お
い

を
嗅
ぐ
と
、
と
て
も
く
さ
い
臭
い
が
し
ま
す
。

あ
の
体
液
に
は
毒
が
含
ま
れ
て
い
て
、「
毒
が
あ

る
か
ら
食
べ
て
も
お
い
し
く
な
い
よ
」
と
、
あ

え
て
目
立
つ
模
様
で
主
張
し
て
い
る
の
で
す
。

　
可
愛
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
で

す
が
、
多
く
は
幼
虫
・
成
虫
と
も
に
肉
食
性
で
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
や
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
な
ど
を
食
べ
て

育
ち
ま
す
。
こ
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
た
く
さ
ん
食

べ
る
能
力
に
着
目
し
、
農
業
用
と
し
て
遺
伝
的

に
飛
べ
な
い
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
を
開
発
し
た
例
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
は
、
草
や
木
な
ど
の
高
い
と

こ
ろ
に
登
っ
て
飛
び
立
つ
習
性
を
、
お
天
道
様

（
太
陽
）
に
見
立
て
て
名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
欧
米
で
は
、
結
婚
や
妊
娠
、
お
金

と
い
っ
た
幸
せ
を
運
ん
で
く
れ
る
使
者
と
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
一
年
、
皆
さ
ん
に
多
く
の
幸
せ
が
訪
れ

ま
す
よ
う
に
。

 

じ
ゅ
ん
じ

ナナホシテントウって？

体長は8mmほど。濃いオレンジ色に７つ
の黒い斑紋をもつ。成虫のまま石や落ち
葉の下などで冬を越し、春先に暖かくな
ると活動を始める。庭や公園、畑などに
広く生息する。

12月なのに暖かい今年の冬。とようら公民館の前を通ったら桜が咲い
ていました。でも、よくよく目を凝らすとミノムシの姿も。冬と春の
コラボに思わず写真を撮ってしまいました。

投稿者　　須藤之良 さん（30代男性 東豊浦）
撮影場所　東豊浦（撮影日  H30.12）

編集後記
毎月、広報誌を読んでくださりありがとうございます！皆さん

楽しみにしている記事はありますか？ 書き手の私が一番好き
な記事はこの編集後記。好きなことを好きな言葉で書ける唯一の場
所です。「楽しみにしているよ！」との嬉しい反応もあれば、「あんなこ
と書いて(# ﾟД )゚ ！」と妻を鬼の形相にさせることもできるこの編集
後記。それと、お便りBOXに届く皆さんからのありがたいご意見。
どんなご意見でも、記事への反応があるというだけでうれしいもの
です。今年も「広報なすしおばら」をよろしくお願いします！ （髙久）

平成最後の年が明けました。5月には新天皇が即位され元号も新
しくなります。どのような元号になるのか気になるところで

すが、個人的には画数の少ない漢字を使用してもらうとうれしいなぁ
…。さて、5月というと、昨年5月に那須野が原開拓の歴史が日本遺
産に認定されました。広報誌でも取り上げることが多く、華族農場
や那須疏水など地域の歴史を学び直す良い機会になりました。明治・
大正・昭和・平成と受け継がれてきた先人たちの軌跡を次の世代に
残していく大切さが、改めて身に染みました。 （興野）



秋 

山
：
小
さ
い
頃
か
ら
身
近
に
感
じ
て
い
た
カ

ゴ
メ
の
工
場
。
自
宅
か
ら
近
い
と
い
う
利
点

と
、
学
校
の
先
生
が
勧
め
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
り
入
社
し
ま
し
た
。以
後
、ず
っ
と
ジ
ュ
ー

ス
の
製
造
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
機
械

の
不
具
合
や
修
繕
が
必
要
な
と
き
に
は
、
高

校
で
学
ん
だ
溶
接
や
工
具
の
取
り
扱
い
方
が

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

鎌 

田
：
私
は
も
と
も
と
県
外
に
出
て
仕
事
を
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
故
郷
の
い
わ
き

市
か
ら
こ
の
ま
ち
に
来
ま
し
た
。
主
に
野
菜

を
扱
う
会
社
で
す
が
、
実
は
子
ど
も
の
頃
か

ら
野
菜
が
苦
手
。
で
も
、
カ
ゴ
メ
の
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
だ
け
は
飲
み
や
す
く
て
好
き
だ
っ

た
ん
で
す
。「
こ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
み
た

い
」と
い
う
思
い
で
入
社
し
ま
し
た
。念
願
が

叶
い
、
ジ
ュ
ー
ス
の
製
造
に
携
わ
る
こ
と
14

年
。
安
心
・
安
全
な
商
品
を
作
る
こ
と
が
絶

対
条
件
。
近
年
は
お
客
様
の
要
望
も
高
ま
っ

て
お
り
、
外
装
の
小
さ
な
破
れ
な
ど
細
か
な

部
分
の
不
良
も
出
さ
な
い
た
め
に
検
査
機
を

作
っ
た
り
、
毎
週
行
っ
て
い
る
職
場
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
改
善
課
題
を
抽
出
し
た
り
と
、

日
々
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋 

山
：
新
た
に
稼
働
予
定
の
製
造
ラ
イ
ン
を
立

ち
上
げ
る
た
め
、
メ
ー
カ
ー
と
の
打
ち
合
わ

せ
や
研
修
の
毎
日
。
現
在
は
、
ス
タ
ー
ト
と

同
時
に
フ
ル
稼
働
で
生
産
で
き
る
「
垂
直
立

ち
上
げ
」と
い
う
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
蓄
え
て
き
た
自
分
の
知
識
を
後
輩

や
仲
間
に
伝
え
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
協

力
し
合
い
み
ん
な
の
力
で
製
造
ラ
イ
ン
の
稼

働
率
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
私
の

新
た
な
挑
戦
で
あ
り
、目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

鎌 

田
：
私
は
、
標
準
化
実
践
技
能
士
と
い
う
資

格
を
取
り
、
社
内
の
標
準
作
業
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
や
、
後
輩
の
指
導
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
感
覚
的
に
行
っ
て
い
る
作
業
を
具
体

的
に
数
値
化
す
る
こ
と
が
課
題
。
難
し
い
仕

事
で
す
が
、
み
ん
な
が
分
か
り
や
す
く
、
働

き
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
、
品
質
や
稼

働
率
の
向
上
に
繋
が
る
と
信
じ
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
ま
す
。

▶
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みんなの力で品質と稼働率の向上を目指す
皆
さ
ん
、
野
菜
食
べ
て
ま
す
か
。
野
菜
が

必
要
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
た
く
さ
ん
食

べ
る
の
は
結
構
大
変
。
カ
ゴ
メ
株
式
会
社

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
や
果
物
の
商
品

を
開
発
し
、
私
た
ち
の
健
康
を
食
の
面
か

ら
支
え
続
け
て
い
る
。

　
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
に
関
わ
り
十
数
年

Vol.14

問い合わせ　本商工観光課
　　　☎ 0287（62）7130

カゴメ株式会社那須工場（西富山30）
【業種】製造業
【業務の内容】  野菜・果物の飲料製造
【問い合わせ】☎0287（36）0650

（左）秋山皇平さん（三島）　製造二課三係 入社11年目
（右）鎌田純一さん（新南）　製造二課一係 入社14年目

Kouhei Akiyama
Junichi Kamata

トマトジュースをはじめ
多くの製品を作っている。

　
み
ん
な
の
力
が
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り




